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ほ場整備の様子

平
成
二
十
年
度
予
算
で
、
岩
瀬
・
大

和
・
真
壁
の
体
育
館
の
三
ヵ
所
に
Ａ

Ｅ
Ｄ
︵
自
動
体
外
式
除
細
動
器
︶
が
設
置
さ

れ
る
と
聞
い
た
が
、
こ
れ
で
は
少
な
す
ぎ

る
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
一
台
い
く
ら
す
る
の
か
、
ま

た
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
導
入
と
と
も
に
講
習
会
も

必
要
と
思
わ
れ
る
が
。

市
長
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
一
台
約
三
〇
万
円

か
か
り
ま
す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体

関
係
者
や
職
員
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
の
講
習
会

を
実
施
し
ま
す
。
今
後
は
中
学
校
、
小
学

校
、
幼
稚
園
に
も
配
置
す
る
よ
う
計
画
し

て
い
ま
す
。

公
共
施
設
の
節
水
対
策
に
つ
い
て

桜
川
市
は
財
政
的
に
大
変
厳
し
く
、

公
共
施
設
の
経
費
も
削
減
す
る
必

要
が
あ
る
。
水
道
・
下
水
道
使
用
料
を
削
減

す
る
た
め
に
、
蛇
口
の
ひ
ね
り
を
重
く
す

る
節
水
コ
マ
と
、
水
圧
を
保
つ
節
水
バ
ル

ブ
を
つ
け
て
は
ど
う
か
。

総
務
部
長
　
公
共
施
設
の
水
道
使
用

料
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
四
年
度

ま
で
に
平
成
十
八
年
度
実
績
の
五
％
削
減

を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
節
水
コ
マ
の

設
置
も
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
と
め
⋯
節
水
す
る
と
現
実
的
に
経
費

削
減
と
な
り
ま
す
。
す
ぐ
に
取
り
組
む
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

経
済
部
長
　
大
型
農
家
、
認
定
農
家

は
も
と
よ
り
、
小
規
模
農
家
を
は
じ

め
将
来
の
市
の
農
業
を
担
う
若
い
農
業
者

に
も
目
を
向
け
、
担
い
手
の
確
保
、
育
成
に

力
を
注
ぎ
ま
す
。
ま
た
、
有
機
栽
培
農
業
を

定
着
さ
せ
、
循
環
型
農
業
の
確
立
と
、
安
心

安
全
な
桜
川
ブ
ラ
ン
ド
農
産
物
の
生
産
を

図
り
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
、
ほ
場
整
備
は
最
優
先
課
題

で
あ
り
、
一
日
も
早
く
未
整
備
、
再
整
備
を

含
め
努
力
い
た
し
ま
す
。

行
財
政
改
革
は
市
の
最
重
要
課
題
、

こ
れ
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。
市
長

の
基
本
姿
勢
を
問
う
。

市
長
　
行
政
改
革
は
、
最
小
限
の
経

費
で
最
大
の
サ
ー
ビ
ス
を
市
民
に
提

供
す
る
こ
と
と
考
え
、
現
在
推
進
中
で
す
。

職
員
は
さ
ら
に
削
減
し
て
四
〇
〇
人
体
制

と
し
、
意
識
改
革
、
資
質
向
上
を
目
指
し
ま

す
。

　
ま
た
、
﹁
あ
な
た
が
主
役
の
ま
ち
づ
く

り
﹂
は
私
の
政
策
テ
ー
マ
で
あ
り
、﹁
顔
の

見
え
る
市
政
、
市
民
の
声
を
市
政
に
﹂を
目

指
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
市
民
と
の
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
標
に
、﹁
住
ん
で
よ

か
っ
た
﹂
と
言
わ
れ
る
桜
川
市
に
向
け
て

頑
張
り
ま
す
。

農
業
の
振
興
に
つ
い
て

厳
し
い
状
況
下
に
あ
る
農
業
を
守
り

育
て
て
い
く
た
め
に
は
、
市
独
自
の

強
い
施
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
担
い
手

の
確
保
や
、
安
心
安
全
な
農
産
物
の
生
産
、

土
地
改
良
の
推
進
に
つ
い
て
問
う
。

古川静子 議員

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
に
つ
い
て

潮田新正 議員

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

一般質問…
8名の議員が登壇

財
源
と
雇
用
の
確
保
が
で
き
る
桜
川

筑
西
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
大
和

駅
を
含
め
た
地
域
を
、
地
権
者
の
理
解
の

上
、
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
。

市
長
　
大
和
駅
北
側
区
域
の
利
活
用
、

ま
た
、
工
業
専
用
区
域
を
準
工
業
区

域
、
農
振
地
域
を
撤
廃
し
て
い
く
方
向
で
、

今
行
政
と
し
て
動
い
て
い
ま
す
。

市
長
公
室
長
　
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の

整
備
な
ど
、
企
業
が
立
地
し
や
す
い

環
境
整
備
を
行
い
な
が
ら
、
企
業
誘
致
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
と
め
⋯
地
方
の
自
立
が
求
め
ら
れ
る
こ

の
時
代
、
従
来
の
よ
う
な
国
・
県
に
頼
る
ば

か
り
で
は
な

く
、
桜
川
市
の

未
来
づ
く
り

の
た
め
、
市
独

自
の
戦
略
を

立
て
、
企
業
誘

致
を
含
め
た

新
た
な
財
源

確
保
と
最
小

限
の
投
資
で
、
最
大
限
の
効
果
が
得
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
、
早
急

の
課
題
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ま
ほ
ろ
ば
公
園
の
活
用
方
法
は

未
知
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
ま
ほ

ろ
ば
公
園
を
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で

利
活
用
し
て
い
く
の
か
。

市
長
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
よ
る
マ
ウ
ン

テ
ン
バ
イ
ク
の
コ
ー
ス
整
備
が
提
案

さ
れ
、
現
在
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
協
議
を
し
て

い
ま
す
。

　
ま
と
め
⋯
ま
ほ
ろ
ば
公
園
の
十
三
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
中
で
、
ど
の
く
ら
い
の
面
積
を

ど
の
よ
う
に
整
備
す
る
の
か
分
か
り
ま
せ

ん
が
、
最
初
に
取
り
組
む
事
業
に
よ
っ
て

は
、
そ
の
後
の
整
備
に
影
響
す
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
か
ら
、
基
本
的
に
は
何
の

根
拠
か
を
描
き
、
全
体
計
画
を
し
て
、
そ
の

中
で
の
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
が
肝
要
と

思
い
ま
す
。
十
二
分
に
検
討
し
、
後
世
に
悔

い
が
残
ら
な
い
よ
う
な
活
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

勝田道雄 議員

イ
ン
タ
ー
及
び
大
和
駅
周
辺

の
開
発
に
つ
い
て

結
婚
適
齢
期
の
男
女
の
出
会
い
の
場

が
少
な
い
と
い
う
空
気
を
読
み
と
り
、

県
で
は﹁
素
敵
な
予
感
、
さ
あ
、
あ
な
た
も

新
し
い
出
会
い
﹂を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
結
婚

を
希
望
す
る
男
女
に
対
し
、
い
ば
ら
き
出

会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
組
織
さ
れ
成

果
が
上
が
っ
て
い
る
。
当
市
で
も
希
望
者

に
対
し
参
加
を
推
奨
し
て
は
ど
う
か
。

市
長
公
室
長
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広

報
紙
等
で
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、
独
身

の
方
々
が
、
い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
が
行
う
パ
ー
テ
ィ
ー
等
へ
の
参

加
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
検
討
を
続

け
て
ま
い
り
ま
す
。

女
性
の
消
防
団
員
の
育
成

男
子
の
消
防
団
員
が
減
少
す
る
一
方

で
、
女
性
の
消
防
団
員
数
は
年
々
増

加
の
傾
向
に
あ
り
、
県
の
消
防
本
部
で
は
、

今
後
三
年
以
内
に
県
内
の
全
市
町
村
に
女

性
消
防
団
員
の
組
織
づ
く
り
を
進
め
る
と

述
べ
て
い
る
。
ぜ
ひ
、
当
市
で
も
育
成
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

市
長
　
女
性
消
防
団
の
結
成
に
向
け

て
鋭
意
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

総
務
部
長
　
女
性
消
防
団
員
は
防
火

防
災
思
想
の
普
及
、
啓
発
等
を
主
に
、

広
報
活
動
や
後
方
支
援
を
行
い
ま
す
。
当

市
で
も
、
桜
川
消
防
団
と
指
導
体
制
や
役

割
分
担
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、
早
期
結

成
に
向
け
て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

相田一良 議員

結
婚
問
題
、
い
ば
ら
き
出
会
い

サ
ポ
ー
ト
へ
の
参
加
は
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五
霞
町
役
場
に
設
置
さ
れ
て
い
る
不
要
入
れ
歯
回
収
箱

温水プール「サンパル」での水泳教室

現
在
、
温
水
プ
ー
ル
﹁
サ
ン
パ
ル
﹂
の

管
理
運
営
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。
ま
た
、
市
民
や
サ
ー
ク
ル
の
利
用
状

況
と
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
は
と
れ
て
い
る
の

か
。
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
考
え

は
あ
る
の
か
。

市
長
　
施
設
開
設
時
は
民
間
に
委
託

し
ま
し
た
が
、
平
成
十
年
二
月
か
ら

町
が
管
理
運
営
し
て
い
ま
す
。
厳
し
い
財

政
状
況
を
考
慮
し
な
が
ら
、
指
定
管
理
者

制
度
も
視
野
に
入
れ
、
施
設
管
理
体
制
の

充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
長
　
十
八
年
度
の
利
用
状
況
は
、

一
般
・
小
中
学
生
な
ど
年
間
三
万
四

一
九
八
人
で
、
歳
入
は
六
〇
二
万
円
、
歳
出

は
二
九
二
六
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
お
お

む
ね
同
数
値
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
サ
ー

ク
ル
で
は
、
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
桜
川

が
昼
と
夕
の
休
憩
時
間
を
含
め
て
利
用
し

て
い
ま
す
。

時
間
帯
に
よ
っ
て
は
、
ス
イ
ミ
ン
グ

ス
ク
ー
ル
桜
川
が
独
占
的
に
使
用
し
、

市
民
が
利
用
で
き
な
い
。
樺
穂
小
で
は

プ
ー
ル
が
老
朽
化
し
、
サ
ン
パ
ル
で
水
泳

の
授
業
を
行
っ
た
と
聞
く
。
こ
の
あ
た
り

も
考
慮
し
、
公
平
な
使
い
方
を
指
導
す
べ

き
で
は
。

市
長
　
各
学
校
の
プ
ー
ル
は
老
朽
化

し
て
い
ま
す
。
サ
ン
パ
ル
も
利
用
し

な
が
ら
、
公
平
な
運
営
を
大
切
に
精
査
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

場
合
は
、
有
料
化
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。市

民
生
活
部
長
　
減
量
化
を
図
り
分

賦
金
の
減
額
に
努
め
、
財
政
負
担
を

軽
減
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
。

不
妊
治
療
費
の
補
助
制
度
を

少
子
化
対
策
と
し
て
不
妊
治
療

費
の
補
助
を
お
願
い
し
た
い
。

市
長
　
県
内
の
四
市
一
町
に
お
い
て
県

の
助
成
︵
※
︶
に
上
乗
せ
し
て
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。
二
十
年
度
中
に
少
子
化
対

策
の
一
つ
と
し
て
補
助
制
度
を
創
設
し
た
い
。

予
算
の
報
告
の
中
で
市
長
は
、
事
業

の
﹁
必
要
性
、
緊
急
性
、
そ
の
効
果
﹂

が
非
常
に
大
事
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
が
、

大
曽
根
本
木
線
新
設
事
業
は
特
例
債
事
業

で
あ
る
が
、
そ
の
効
果
は
余
り
期
待
で
き

な
い
の
で
は
な
い
か
。
財
政
状
況
か
ら
見

て
立
ち
ど
ま
っ
て
考
え
る
こ
と
も
必
要
だ
。

進
捗
状
況
は
。

建
設
部
長
　
既
に
六
五
九
一
万
円
を

支
出
し
て
お
り
、
二
十
年
度
は
四
七

五
〇
万
円
を
予
算
化
、
測
量
や
不
動
産
、
建

物
補
償
等
五
項
目
を
実
施
す
る
予
定
、
秋

ご
ろ
に
は
、
す
べ
て
の
地
権
者
に
買
収
同

意
に
入
る
予
定
で
す
。

ご
み
の
有
料
化
に
つ
い
て

ご
み
の
減
量
化
対
策
に
つ
い
て
、﹁
事

業
系
、
一
般
ご
み
対
策
に
地
域
差
が

あ
る
﹂。
環
境
セ
ン
タ
ー
の
分
賦
金
等
も
あ

り
、
有
料
化
も
考
え
て
み
て
は
。

市
長
　
ご
み
有
料
化
の
検
討
に
つ
い

て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展
開
し

て
も
、
財
政
を
圧
迫
す
る
事
態
を
生
じ
る

仙波信綱 議員

サ
ン
パ
ル
の
管
理
運
営
に

つ
い
て

川那子秀雄 議員

大
曽
根
本
木
線
新
設
事
業
の

進
捗
状
況
は

自
治
体
財
政
健
全
化
法
案
に
基
づ
く

地
方
財
政
健
全
基
準
と
は
ど
ん
な
内

容
な
の
か
。
桜
川
市
予
算
は
指
標
を
念
頭

に
組
ん
だ
の
か
。
今
後
、
予
算
編
成
上
ど
こ

に
留
意
し
て
い
く
の
か
。

総
務
部
長
　
①
実
質
赤
字
比
率 

②
連

結
実
質
赤
字
比
率 

③
実
質
公
債
費
比

率
︵
一
部
事
務
組
合
・
広
域
連
合
ま
で
含

む
︶ 

④
将
来
負
担
比
率
の
四
指
標
︵
※
︶
で

す
。
桜
川
市
に
お
け
る
予
算
編
成
は
、
急
激

な
実
質
公
債
費
比
率
の
上
昇
を
招
か
な
い

よ
う
、
指
標
を
念
頭
に
臨
み
ま
し
た
。
実
質

公
債
費
比
率
の
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
は
二
五

％
、
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
は
三
五
％
が
基
準
で

す
。
桜
川
市
の
平
成
十
八
年
度
決
算
統
計

に
基
づ
く
試
算
で
は
、
実
質
公
債
費
比
率

は
一
四
・
八
％
で
す
。
ま
た
、
当
面
の
留
意

指
標
は
実
質
公
債
費
比
率
で
す
。

国
政
選
挙
の
投
票
時
間
に
つ
い
て

さ
き
の
参
議
院
選
挙
で
、
締
め
切
り

時
間
以
降
に
投
票
所
に
来
た
方
を
見

か
け
た
が
、
他
の
投
票
所
で
は
ど
う
か
。
ま

た
、
投
票
時
間
の
広
報
は
十
分
だ
っ
た
か
。

総
務
部
長
　
投
票
時
間
に
つ
い
て
、

選
挙
管
理
委
員
会
に
対
し
て
苦
情
や

要
望
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後

も
十
分
に
広
報
を
行
い
ま
す
。

　
ま
と
め
⋯
合
併
特
例
債
事
業
は
財
政
状

況
を
考
え
て
の
こ
と
と
思
う
が
、
全
国
的

注
目
を
受
け
て
い
る
公
民
館
建
て
か
え
は
、

将
来
を
見
据
え
た
建
物
を
望
む
。

増田　豊 議員

地
方
財
政
健
全
基
準
と
は

七
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
だ
け
を
別

建
て
に
し
た
医
療
制
度
に
は
無
理
が

あ
る
。
年
間
七
万
円
の
保
険
料
︵
平
均
︶
の

天
引
き
や
保
険
証
の
取
り
上
げ
な
ど
が
心

配
さ
れ
る
。
県
に
見
直
し
を
求
め
る
と
と

も
に
、
市
独
自
の
減
免
制
度
を
つ
く
っ
て

も
ら
い
た
い
。

市
長
　
国
の
医
療
制
度
改
革
の
中
で

創
設
さ
れ
た
制
度
で
す
。
減
免
制
度

は
、
国
や
広
域
連
合
の
軽
減
制
度
の
中
で

実
施
し
て
い
き
た
い
。

不
要
入
れ
歯
回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
を

入
れ
歯
に
は
貴
重
な
金
属
が
含
ま
れ

て
お
り
、
こ
れ
を
回
収

す
る
こ
と
で
資
源
と
し
て

生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
が
で

き
る
。
県
内
で
は
五
霞
町
役

場
に
あ
る
。
桜
川
市
で
も
設

置
し
て
も
ら
い
た
い
。

市
長
　
日
本
入
れ
歯

リ
サ
イ
ク
ル
協
会
か

ら
協
力
依
頼
が
あ
っ
た
と
き

に
は
、
設
置
場
所
を
考
慮
し
て
い
き
ま
す
。

御
嶽
山
登
山
道
の
入
り
口
案
内
板
に

つ
い
て

﹃
関
東
ふ
れ
あ
い
の
道
﹄
と
い
う
本
に

は
、﹁
御
嶽
山
の
入
り
口
が
わ
か
り
に

く
い
﹂と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
は
絶
好
の

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
で
あ
る
。
ぜ
ひ
、
り
ん

り
ん
ロ
ー
ド
へ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
来
る
人

に
も
分
か
る
よ
う
な
案
内
板
を
つ
け
て
も

ら
い
た
い
。

経
済
部
長
　
議
員
の
指
摘
は
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
案
内
方
法
、

設
置
場
所
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
し
ま
す
。

菊池節子 議員

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

見
直
し
と
減
免
制
度
を

※
実
質
赤
字
比
率
ῼ
実
質
収
支
比
率
 
標
準

財
政
規
模
に
対
す
る
実
質
収
支
額
の
割
合
 

の
赤
字
比
率
の
こ
と
Ί
ま
た
Ὶ
実
質
収
支
比

率
が
一
定
の
基
準
を
超
え
る
と
地
方
債
発
行

が
制
限
さ
れ
Ὶ
公
共
施
設
等
の
財
源
に
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
Ί

※
連
結
実
質
赤
字
比
率
ῼ
年
度
の
全
収
入
に

占
め
る
全
会
計
の
赤
字
総
額
の
割
合
で
す
Ί

※
実
質
公
債
費
比
率
ῼ
公
債
費
 
借
金
 
に

よ
る
財
政
負
担
の
程
度
を
示
す
も
の
Ί
こ
の

比
率
が
一
八
％
以
上
の
団
体
は
Ὶ
地
方
債
の

発
行
に
国
の
許
可
が
必
要
で
す
Ί

※
将
来
負
担
比
率
ῼ
一
般
会
計
等
が
将
来
負

担
す
べ
き
負
債
 
借
金
 
の
標
準
財
政
規
模

に
対
す
る
比
率
の
こ
と
で
す
Ί

※
茨
城
県
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
ῼ

不
妊
治
療
を
受
け
た
方
に
治
療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
Ί

○
対
象
と
な
る
治
療
ῼ
体
外
受
精
Ὶ
顕
微
授
精

○
助
成
内
容
ῼ
一
回
の
治
療
に
つ
き
一
〇
万
円
を
限
度
に
Ὶ

一
年
当
た
り
二
回
ま
で
Ὶ
通
算
五
年
間
助
成
し
ま
す
Ί

○
対
象
者
ῼ
次
の
す
べ
て
の
要
件
に
該
当
し
て
い
る
方
Ί

ϱ
法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
る
ご
夫
婦
で
Ὶ
夫
ま
た
は
妻
の

い
ず
れ
か
一
方
が
県
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
Ί

ϲ
夫
及
び
妻
の
前
年
 
一
月
か
ら
五
月
ま
で
の
申
請
に
つ
い

て
は
前
々
年
 
の
所
得
の
合
計
が
七
三
〇
万
円
未
満
Ί

ϳ
茨
城
県
が
指
定
す
る
医
療
機
関
に
お
い
て
実
施
し
た
治
療

で
あ
る
こ
と
Ί

　
※ 

詳
し
い
こ
と
は
Ὶ
保
健
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
Ί


